




 

本研究のめざすことは,妊娠,出産,育児の過程にあって,母親となる女性がどのような自己

形成の発達段階をたどり,母親としての意識を確立していくのか,また,その結果が出産後

の母子相互作用のあり方にどのような影響をもたらし,子どもの心理的発達にどのような

効果をもたらすのかという点について,出生前心理学の生態学的アプローチによって検討

することである。そこで,過去 3年間にわたり以下の研究テーマで 3つの研究を遂行した。 


